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令和4 令和5 05 10

乳児家庭全戸訪問事業 健康福祉部　こども家庭課　母子健康係

2 「笑顔づくり」～安心と元気アップ！～ 1 子育て支援の充実

4

乳児家庭全戸訪問件数（未熟児等含む） 件 421

乳児家庭全戸訪問実施率 ％ 99.8

訪問を受け不安や悩みが軽減できた者の割合 ％ 100

乳児家庭全戸訪問事業は、生後4か月までの乳児のいる家庭へ保健師・助産師が訪問し、子育に関する不安や悩みの聴取、相談、子育て支援に関する情報提供を行なうこ
とにより、虐待予防や産後うつ状態への早期対応をし、子育ての孤立化を防ぎ母性及び乳児の健康の保持増進を図ることを目的に、平成22年度より実施している。
低体重児・未熟児の訪問指導は、平成25年度より県から権限委譲となり開始する。未熟児は疾病や合併症を発症しやすく、将来的に障害や発達障害を残す可能性が高
いため、医療機関と連携を図りながら保健師・助産師が訪問し保護者の育児不安の軽減を図るとともに未熟児の健全な発育・発達を促す。

乳児家庭全戸訪問では、助産師等の専門職による訪問指導を実施することで、乳児期の健康課題の早期発見と健やかな成長の確認、保護者の産後うつや育児負担の把握
、育児指導を行っている。
継続支援が必要なケースは、担当者間で情報共有・検討し、切れ目なく支援が行えるよう定期的な会議を開催している。
令和4年度は、1件の訪問キャンセルがあり、実施率が99.8%となった。訪問未実施の1件に対しても、助産師による電話連絡や受診結果の確認などより、健康状態を把
握することに努めた。
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